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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日～平成26年９月30日）におけるわが国経済は、消費税増税の駆け込み

需要の反動による個人消費の落込みや、企業の生産活動や設備投資に一部弱さが見られるものの、全体として緩やかな

景気回復傾向で推移しました。 

このような経済情勢の下、貴金属リサイクル事業領域において、触媒分野の回収量増によりプラチナ・パラジウムの

回収量は前年同期実績を上回り、プラチナ・パラジウムの平均販売単価も前年同期実績を上回りました。主に宝飾分野

の回収量減により金の回収量は前年同期実績を下回り、写真感光材料分野の回収量減により銀の回収量も前年同期実績

を下回りました。金・銀の平均販売単価は前年同期実績を下回りました。 

環境保全事業領域においては、廃液、医療系廃棄物、リサイクルガラス等の取扱量が前年同期実績を上回りました。 

なお、株式会社インターセントラルと平成26年３月に完全子会社化した紘永工業株式会社、平成26年７月に子会社化

した株式会社フジ医療器で新たに構成したライフ＆ヘルス事業領域の業績も順調に推移しております。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は51,632百万円（前年同四半期比3,748百万円増、7.8％増）、営業利

益は4,674百万円（前年同四半期比585百万円減、11.1％減）、経常利益は4,713百万円（前年同四半期比682百万円減、

12.6％減）、四半期純利益は2,909百万円（前年同四半期比367百万円減、11.2％減）となりました。 

セグメント別の売上高は、貴金属リサイクル事業が37,150百万円（前年同四半期比2,999百万円減、7.5％減）、環境保

全事業が7,336百万円（前年同四半期比389百万円増、5.6％増）、ライフ＆ヘルス事業が7,145百万円（前年同四半期比

6,359百万円増、808.5％増）であります。 

 

（２）財政状態に関する説明 

（資産） 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は75,027百万円となり、前連結会計年度末に比べ8,914百万円増加いたし

ました。これは主に、のれんが6,569百万円、受取手形及び売掛金が2,874百万円増加したことによるものであります。 

（負債） 

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は26,021百万円となり、前連結会計年度末に比べ6,400百万円増加いた

しました。これは主に、支払手形及び買掛金が3,299百万円、借入金が4,082百万円増加したことによるものであります。 

（純資産） 

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は49,006百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,514百万円増加い

たしました。これは主に四半期純利益2,909百万円によるものであります。 

この結果、自己資本比率は64.8％（前連結会計年度末は70.1％）となりました。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益4,701百万円に減価償却費842百万円を加え、たな

卸資産の減少額320百万円、売上債権の増加額592百万円、法人税等の支払額4,039百万円等を加減した結果4,260百万円

の増加となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、関係会社株式の取得による支出7,163百万円等により、7,642百万円の減少と

なりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、長短借入金の純増加額332百万円、配当金の支払額982百万円等により、601百

万円の減少となりました。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末と比較して3,991

百万円減少し、5,478百万円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

通期の連結業績予想につきましては、平成26年７月29日発表の連結業績予想から変更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更  

（たな卸資産の評価方法の変更） 

当社におけるたな卸資産の評価方法は、従来、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法）によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より、主として移動平均法による原

価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）に変更しております。 

この変更は、金属相場の変動に対応し、たな卸資産の品目別・工程別管理を適時かつ精緻に行うとともに、より正確

なたな卸資産の評価及び期間損益計算を行うことを目的として、新たな基幹システムを導入したことに伴うものであり

ます。 

過去の連結会計年度について移動平均法による単価計算を行うために必要な在庫受払記録を保持していないため、こ

の会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を算定することは実務上不可能であります。そのため、前連結会計年度

末におけるたな卸資産の帳簿価額を当連結会計年度の期首残高として、期首から将来にわたり移動平均法を適用してお

ります。 

なお、これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期

純利益はそれぞれ74百万円、四半期純利益は48百万円増加しております。 

 

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱いの適用）  

「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号 平成25年12月

25日）を第１四半期連結会計期間より適用し、当社から信託へ自己株式を処分した時点で処分差額を認識し、信託から

従業員持株会に売却された株式に係る売却差損益、信託が保有する株式に対する当社からの配当金及び信託に関する諸

費用の純額を負債に計上しております。当該会計方針の変更は遡及適用され、前年同四半期及び前連結会計年度につい

ては遡及適用後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。 

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前連結会計年度末のその他流動負債が124百万円増加し、資本剰余金が69百万

円、利益剰余金が67百万円、自己株式が4百万円、それぞれ減少しております。なお、この遡及適用による前第２四半期

連結累計期間の損益への影響は軽微であります。 

アサヒホールディングス㈱（5857）平成27年3月期第2四半期決算短信

3



３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 9,640 5,567 

受取手形及び売掛金 11,319 14,193 

商品及び製品 4,094 4,613 

仕掛品 8,596 9,350 

原材料及び貯蔵品 1,107 1,955 

その他 2,879 1,885 

貸倒引当金 △120 △127 

流動資産合計 37,517 37,438 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 8,979 9,716 

土地 13,122 14,512 

その他（純額） 2,304 2,470 

有形固定資産合計 24,407 26,699 

無形固定資産    

のれん 2,021 8,590 

その他 835 847 

無形固定資産合計 2,856 9,438 

投資その他の資産 1,331 1,451 

固定資産合計 28,595 37,589 

資産合計 66,112 75,027 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,643 6,942 

短期借入金 495 2,995 

1年内返済予定の長期借入金 143 324 

未払法人税等 2,635 1,736 

賞与引当金 600 671 

役員賞与引当金 39 - 

修繕引当金 101 61 

製品保証引当金 16 69 

売上割戻引当金 - 618 

返品調整引当金 - 25 

その他 4,668 3,911 

流動負債合計 12,342 17,355 

固定負債    

長期借入金 5,419 6,820 

退職給付に係る負債 122 116 

その他 1,736 1,728 

固定負債合計 7,278 8,665 

負債合計 19,621 26,021 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,480 4,480 

資本剰余金 6,038 6,038 

利益剰余金 40,648 42,576 

自己株式 △5,379 △5,321 

株主資本合計 45,788 47,774 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 15 19 

繰延ヘッジ損益 △121 174 

為替換算調整勘定 665 624 

その他の包括利益累計額合計 559 817 

新株予約権 77 77 

少数株主持分 66 335 

純資産合計 46,491 49,006 

負債純資産合計 66,112 75,027 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 47,884 51,632 

売上原価 39,981 41,810 

売上総利益 7,902 9,822 

販売費及び一般管理費 2,642 5,148 

営業利益 5,260 4,674 

営業外収益    

受取利息 12 13 

受取配当金 1 2 

為替差益 110 23 

その他 36 36 

営業外収益合計 161 75 

営業外費用    

支払利息 12 25 

その他 13 10 

営業外費用合計 25 36 

経常利益 5,395 4,713 

特別利益    

固定資産売却益 1 4 

投資有価証券売却益 0 10 

保険差益 37 - 

特別利益合計 39 14 

特別損失    

固定資産除却損 10 8 

固定資産売却損 0 5 

減損損失 102 12 

特別損失合計 113 27 

税金等調整前四半期純利益 5,321 4,701 

法人税、住民税及び事業税 2,069 1,641 

法人税等調整額 △24 118 

法人税等合計 2,044 1,759 

少数株主損益調整前四半期純利益 3,277 2,941 

少数株主利益又は少数株主損失（△） △0 31 

四半期純利益 3,277 2,909 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 3,277 2,941 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 0 4 

繰延ヘッジ損益 70 295 

為替換算調整勘定 210 △29 

持分法適用会社に対する持分相当額 13 △14 

その他の包括利益合計 295 256 

四半期包括利益 3,572 3,197 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 3,569 3,168 

少数株主に係る四半期包括利益 3 29 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 5,321 4,701 

減価償却費 880 842 

減損損失 102 12 

のれん償却額 193 281 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5 - 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - △6 

受取利息及び受取配当金 △14 △16 

支払利息 12 25 

固定資産除売却損益（△は益） 9 10 

売上債権の増減額（△は増加） 3,324 △592 

たな卸資産の増減額（△は増加） △399 320 

仕入債務の増減額（△は減少） 663 547 

未払金の増減額（△は減少） △244 383 

その他 506 358 

小計 10,361 6,866 

利息及び配当金の受取額 21 19 

利息の支払額 △12 △26 

法人税等の支払額 △1,118 △4,039 

法人税等の還付額 746 1,439 

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,997 4,260 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 - △0 

定期預金の払戻による収入 - 82 

差入保証金の回収による収入 5 93 

有形固定資産の取得による支出 △285 △886 

有形固定資産の売却による収入 25 36 

無形固定資産の取得による支出 △170 △39 

関係会社株式の取得による支出 - △7,163 

その他 △52 235 

投資活動によるキャッシュ・フロー △477 △7,642 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △9,800 2,500 

長期借入れによる収入 5,100 - 

長期借入金の返済による支出 △500 △2,167 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △24 △21 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

自己株式の売却による収入 72 70 

配当金の支払額 △981 △982 

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,134 △601 

現金及び現金同等物に係る換算差額 174 △8 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,560 △3,991 

現金及び現金同等物の期首残高 4,141 9,470 

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,701 5,478 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

セグメント情報 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

 
貴金属リサイクル

事業 

環境保全 

事業 

ライフ＆ヘルス 

事業 
合計 

売上高  

外部顧客への売上高 40,150 6,947 786 47,884

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － －

計 40,150 6,947 786 47,884

セグメント利益 4,496 750 12 5,260

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

当社子会社の営業所移転に伴い、土地・建物等について、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額及び解

体費用を減損損失として特別損失に計上しております。 

その結果、貴金属リサイクルセグメントにおいて30百万円、環境保全セグメントにおいて68百万円、それぞれ減損

損失を計上しております。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

 
貴金属リサイクル

事業 

環境保全 

事業 

ライフ＆ヘルス 

事業 
合計 

売上高  

外部顧客への売上高 37,150 7,336 7,145 51,632

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － －

計 37,150 7,336 7,145 51,632

セグメント利益 3,609 801 262 4,674

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

当社グループは、平成26年７月１日付の株式会社フジ医療器の子会社化に伴い、当社グループの企業活動の実態に

即したより適切な経営情報の開示を行うため、当第２四半期連結会計期間より従来の「環境保全事業」を「環境保全

事業」及び「ライフ＆ヘルス事業」の２つに分割し、「貴金属リサイクル事業」、「環境保全事業」及び「ライフ＆ヘ
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ルス事業」の３つを報告セグメントとしております。 

「環境保全事業」におきましては、産業廃棄物の収集運搬及び中間処理を主たる業務としております。 

「ライフ＆ヘルス事業」におきましては、マッサージ器・補聴器等の健康機器等の製造及び販売、電気暖房器の製

造及び販売、放射冷暖房システムの設計及び施工、防災設備の設計・施工を主たる業務としております。 

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成しており、前第２四

半期連結累計期間の「報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報」に記載しております。 
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